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前置詞の後の tant と ce
──『散文トリスタン物語』のばあい──
伊 藤 了 子
は じ め に
本稿の目的は，たとえば pour tant que P に見られるような，前置詞の後
の tant の働きを明らかにすることである。
一般に前置詞が節 que P を従えるとき，現代語と異なり前置詞によっては
que P を直接従えることができないものがあり，そこでは主に代名詞 ce が重
要な働きをするしている。そこでまずどのような前置詞がどのようにして節を
従えるのかを概観した後，tant について ce との比較を通して考察する。
tant（3,848 occ. 以降生起数は数字のみで表す）は不定量を表す量詞であ
り，その品詞は副詞だけでなく，名詞もある。伊藤（2003, 2004, 2007）では
副詞の場合，特に終点（上限）を含むダイナミックな量を表すことを示した。
代名詞の ce は，Godefroy の見出し語 ço のヴァリアントのひとつである
が，我々のテキストでは ce（7,944），che（826），çou（220）以外，ço も ceo
も見られない。また，我々の ce（che, çou を含め，これ以降 ce と表記）は現
代語と違って代名詞としてしか用いられず，主語以外にも目的語，属詞，さら
に前置詞の後にも用いられる強勢語である。
tant と共に用いられる前置詞（句）は限られている。par, pour（por）, de,
fors, dusques a の 5 つである。それに対し ce は pour, de 以外にも a,
devant, aprés, sour, selonc 等々と共起するが， fors はごく少数のみで，
dusques a との共起は見られない。
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下の表は tant とも ce とも共起する前置詞と，その生起数を表す。たとえ
ば pour ce（481）とあれば，que P を従えず単独で用いられているものが 481
例あることを示す。
表 tant と ce を含む表現とその意味
tant を含む表現 ce を含む表現
意味 表現 表現 意味
par（3,841）
a）par là, ainsi,
b）à cause de cela
c）pourtant
par tant（3） par ce（29） a）c’est pourquoi
a）parce que
c）pourvu que,
à condition que
par tant que（－） par ce que（10） a）parce que
attendu que, vu que
c）à condition que
pour（6,645），por（274）
a）pour cela pour tant（5）
por tant（－）
pour ce（481）
por ce（23）
a）pour cette raison,
à cause de cela
a）parce que
c）à condition que
pour tant que（39）
por tant que（－）
pour ce que（998）
por ce que（41）
a）parce que
b）afin que
c）à condition que
（Ménard）
de（20,819），d’（2,745）
de tant（4） de ce（190）
a）parce que
（Ménard）,
b）d’autant que
de tant que（9） de ce que（481） a）parce que
（Ménard）
de tant com（25） ― ―
fors（865）
― （*fors tant） （*fors ce） ―
excepté que fors tant que（34） fors ce que（7） excepté que
excepté que fors tant com（4）
a（21,110（1））
（*a tant que） a ce que（238） a）parce que
dusques（713）
jusqu’à ce que dusques a tant que
（31）
dusques a ce que
（－）
jusqu’à ce que
生起数：（ ）の数字で表す．（－）は辞書に記述があるが，我々のテキストには例がないもの．
５２ 前置詞の後の tant と ce
1．前置詞が節を従えるとき
現代フランス語ではたとえば parce que といえば理由を，pour que なら目
的あるいは因果関係や判断の理由を表す。parce que は，それがあることによ
って前節と後節との関係が明らかになるという性格のものであるのに対し，
pour que ではつながり方は文脈によるところが大きい。しかしどちらも接続
詞（句）として自立している。それに対し，たとえば de ce que（*de que）
は接続詞句化していない。De ce que vous exposez, on peut déduire que...
における最初の que は関係代名詞で，ce que は後続動詞 exposer の直接目的
語であり，de は deduire が要求する前置詞である。また，L’erreur provient
de ce que l’on oublie un paramètre. のように ce que が後続動詞 oublier の
直接目的語でない，つまり後続節 P（下線部）はそれ自体で完結している（本
稿ではこのような節を完結文と呼ぶ）が，動詞 provenir が de を必要とし，de
はなぜか que P を直接従えにくいので ce que となっている。
古仏語には接続詞句という呼称に相当するものはまだ少なく，それが発達す
るのは中期仏語以降であると一般に言われているが，上記の現代語の de ce
que がそうであるように，接続詞句ではなくても前置詞句を用いて節と節を
結びつけることは行われている。では一般に古仏語では前置詞はどのようにし
て節を従えるのか？まず，tant とは直接関係がない前置詞も含めて言語事実
を観察する。前置詞には直接 que P を従えるものとそうでないものとがある。
1. 1．直接 que P を従えるもの：avant, puis
これらは現代語に通じる用法である。
avant : avant que（215），avant ce（0），avant ce que（0）
（ 1）a combatre vous couvient a moi avant que je de vous departe!
「君は私と戦わなければならない，私が君と別れる前に」
puis : puis que（974），puis ce（0），puis ce que（0）
５３前置詞の後の tant と ce
puis que には理由と時の 2つの意味がある。
（ 2）«Sire, se Diex vous doint joie, dites nous pour coi vous refusiés le
passage du pont. ─ Certes, fait il, je le vous dirai volentiers, puis
que vous savoir le volés. Or sachiés que（...）.»「なぜあなたが橋を
渡るのを拒むのか言ってください。─喜んで言いましょう。あなたが
知ることを望むのだから」理由
（ 3）─ Conment? fait Lanselos. Fustes vous dont pris, puis que je me
departi de vous? ─ Sire, oïl, sans faille. Cil du Castel Uter nous
prirent.»「私があなたと別れた後，あなたは捉えられたのですか？」
時
avant que も puis que も avant que, puisque（意味は理由のみに縮小）と
して現代語まで存続している。
他方，直接ではなく，主に ce が介入して que P を従える前置詞がある。
1. 2．ce の介入を好むもの。a, de, sans, aprés, selonc 等。
1. 2. 1．a : a que（0）, a ce que（249）
この 249という数の中には主動詞が前置詞 a を要求するものが多い：ac-
corder, amener, mener, repondre, retourner 等々。
（ 4）mais or me respondés a ce que je vous demanderai.「私が尋ねる
ことに答えよ」
このような a ce que は接続詞句とは言えないが，次例のように前に a を要求
する動詞がなく，さらに P が完結文のときは，a の前に「，」がなくても理由
（parce que）を表すことが明らかである。区別がはっきりしているので a ce
que は理由を表す接続詞句であるといえる。
（ 5）Mais tu l’aras maintenant mort, a ce que tu es plus fors de moi.
「君はすぐに彼を殺すであろう，君は私より強いから」理由
（ 6）car nous ne poom chi remanoir a ce que mout avom a faire en
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autre lieu.「我々はここにとどまることはできない，他の場所ですべ
きことが多くあるから」理由
1. 2. 2．de : de que（0），de ce que（481）
我々のテキストの de ce que の用法は現代語とほぼ同じである。ひとつ違う
のは完結文と完結文を結ぶことができることである。de は起源を表すので，de
ce que を字義どおりに解釈すると「P ことから／によって」で，そこから理
由の解釈が自然に生じる。
（ 7）De ce que je ai perdu mon glaive, me poise il mout durement.
「私は自分の槍を失ったので，私は非常に悲しい」
1. 2. 3．sans : sans que（1），sans ce que（16）
sans が直接 que P と結びつくのは 1例のみで，他の 16 例は ce を伴う。
これらの ce は，どれも P の動詞の直接目的語ではない。
（ 8）─ Certes, fait mesire Tristrans, il vaut mout! Trop vaut mieus et
trop est plus poissans sans que je ne peüsse quidier!「私の考えが
及ばないほど」
前に mieus と plus がある比較なので，sans は必要ではないが後の虚辞の ne
と同じような働きをしていると考えられる。特殊な例である。これ以外はすべ
て ce を伴う。
（ 9）Quant il se furent departi, Dynadans, ki tous seus chevauche,
cevauche dusques vers eure de nonne et parmi la forest toutes
voies sans ce k’il n’en issi onques, sans aventure trouver ki
fache mie granment a ramentevoir en conte.「そこ（森）から出る
ことなく」issir（＝sortir）は自動詞で，ce que は非目的語である。
1. 2. 4．aprés : aprés que P（1），aprés ce que P（46）
（10）En cheste partie dist li contes que, aprés que li grant fait de mon-
signeur Tristran, k’il aloit faisant par le roiaume de Logres, se
conmencierent a espandre et a raconter par le roiaume de Cor-
nuaille, et（...），li rois March, quant il entendi ches nouveles, en fu
５５前置詞の後の tant と ce
mout espoentés.「L．王国でのトリスタンの武勲が C．王国中に広ま
り始め，そして. . . の後，マルク王はその知らせを聞いて大いに恐れ
た」
（11）En cheste partie dist li contes que, aprés che que Palamidés se
fu partis de ses compaingnons, ensi com je vous ai conté, dormi
mesire Tristrans une grant pieche et li autre compaingnon autresi.
P「パラミデは仲間の者たちと別れた」
（11）の P は完結文で，che que は P の動詞の直接目的語ではない。
apres ce que P（46）のすべてにおいて P は完結文なので，aprés は que
P より，ce que P を好むといえる。
1. 2. 5．selonc : selonc que（0），selonc ce que（71）
現仏語では selon que（＋ind.）があるが，我々のテキストには selonc que
はない。selonc ce que のみで，その多く（65 occ.）は，selonc ce que je oïe
dire のように，ce que が後続文の動詞（veoir, dire, entendre, esprouver, oïr
conter, pouvoir 等々）の直接目的語である。しかし，次のように P がそれ自
体で完結した文もある（6 occ.）。
（12）Droitement avint a la dame selonc ce qu’ele avoit le cuer muable,
car bien fu ses afaires mués em poi de tans.「Q：その婦人に起こる
べき事が起こった。P：彼女は移ろいやすい心を持っていた」
P も Q も完結文である。
以上，節（que P）を直に従える前置詞と ce の介入を好む（ce que P）前
置詞を見たが，次に挙げるのは，que P と ce que P のどちらとも共起する前
置詞である。
1. 3．＋que P も＋ce que P も：devant, pour 等。
1. 3. 1．devant : devant ce 単独（5），devant que（82），devant ce que
（89）
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devant que と devant ce que はほぼ同数。
次の mengier は直接目的語に相当するものを持たないが，ce que は目的語
ではない。
（13）et nonpourquant il n’en demande riens devant ce k’il ont mengié.
Mais tout maintenant que la table fu levee, il demande a un ceva-
lier ki devant lui estoit：「彼は何も尋ねない，彼らが食べてしまうま
で。卓が片付けられるや，彼は正面の騎士に尋ねる」
il ont mengié は「食事が終わった」ことを表すので，目的語を必要としない。
この例を除いて，P はすべて完結文で ce que は後続文の目的語ではないの
で，devant que と devant ce que の働きは同じであるといえる。
（14）jamais n’arai granment de repos devant que je soie venus en Cor-
nuaille.
（15）Jamais n’avrai granment de repos devant ce que je soie en Cor-
nuaille revenue.
ここでの ce は節を導く標でしかない。
1. 3. 2．pour : pour que（75），pour ce que（1,036）
辞書や文法書によると pour que と pour ce que はまったく同じ 3つの働き
（理由，目的，条件）をもつ。devant のときのようにそれが事実であれば ce
は節を導く働きであると言えようが，我々のテキストではどうか？
1. 3. 2. 1．pour que
われわれの pour que はほとんどが接続法を従えて「条件」à condition que
を表す。また，直説法を従えて「理由」parce que を表す。75例中に「目的」
の解釈ができるものはない。
（16）«Sire, fait il, demandés tout seürement, car je sui tous apareilliés
de donner vous quanque vous me demanderés, pour que ce soit
cose que je puisse avoir.»「私はあなたが要求するものは何でも差し
上げる準備ができています。私が持つことのできるものであるなら」
条件
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（17）─ Sire, fait Lanselos, de lui ne sai je nules nouveles. Ja a grant
piece que je nel vi, et nonpourquant je vous di bien que je connois
tant sa prouece k’il ne puet estre en nule guise, pour k’il soit
sains et delivres, k’il ne viengne a ceste assamblee, car nule as-
samblee ne li escape, pour k’il en oie parler.»「この戦いに来ない
ではいられない。彼が元気で自由の身であるなら」「如何なる戦いも
彼は逃さない。彼がそれについて話されるのを耳にしたなら」条件
明らかに「理由」を表すものは次の 1例のみである。
（18）Il s’en alerent vers l’ermitage, ensi com il lour estoit ensignié, et
dirent a l’ermite l’acoison pour qu’il estoient venu a lui, et ce qui
lour estoit avenu el castel li conterent，「彼らはその理由を隠者に言
った，なぜ自分たちが彼の許に来たのか」
acoison（＝cause, raison「原因，理由」の意）があるのでこの pour que が
「理由」であることは明らかであるが，parce que の意ではなく，理由を引き
出すための疑問詞 pour coi のヴァリアントである。
このように我々のテキストでは pour que＋subj. は「条件」，例外的ではあ
るが＋ind. で「理由」を表す。では，pour ce que はどうか？
1. 3. 2. 2．pour ce que
我々の pour ce que には目的（subj.）と理由（ind.）の用法が多く，「条件
（à condition que）」は今の段階では例が見つかっていない。
（19）Je voel estre a cest tournoiement des ores mais vostre compains,
car bien sachiés vraiement que de la vostre espee ne voeil je plus
avoir la haïne, car se n’est mie saine cose, ce voi je bien! Je laissai
vostre compaingnie pour ce qu’ele ne me fesist damage, mais or
le voeil je ravoir por ce que damages ne m’en viengne. Je devieng
vostre compains a cestui point.「Q 1：私はあなたと一緒にいること
を放棄した。P 1：それ〈あなたの剣〉が私に害を与えないように」
「Q 2：今度は私はあなたと一緒にいることを望む。P 2：災いが私に
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降りかからないために」目的
（20）Il font grant joie par laiens de lour oste et li demandent nouveles
de Soreloys, por ce que bien pensoient qu’il vient de Soreloys tout
droit.「彼らは S. に関して情報を求める。彼が S. からまっすぐやっ
て来たと思ったので」理由
pour ce que の接続詞句としての自立性は，ce que が P の動詞の直接目的
語ではないことや，次の例に見られるように pour ce que と P の間に節が挿
入され，しかも pour ce que P は Q に先行していることからも明らかである。
このような例は時々見られる。
（21）67. Quant Lanselos entent que li cevaliers le vait si durement con-
jurant, il en est coureciés a merveilles. Et pour ce que, aprés ce
k’il l’avoit ensi conjuré, il ne li celast pas son non, li dist il : «Sire
cevaliers, je ai non Lanselos du Lac et sachiés k’il ne m’est point
de bel que vous mon non savés.－「彼に自分の名前を隠さないため
に，彼に言った：私の名は L. である」目的
pour que＋subj. が主に「条件」を，pour ce que＋subj. は「目的」を，pour
ce que＋ind . は「理由」を表すということは，少なくとも我々のテキストに
おいては，役割が分担されていると言うことができよう。
上の devant que と devant ce que がまったく同じ価値で用いられていたの
とはこの点で異なる。
pour に関しては，2章で他の観点から考察する。
以上，前置詞によって直後に節 que P を従えることができるものとそうで
ないものがあるのを確認した。問題は後者（aprés ce que, selonc ce que 等）
で，節を導くのに ce が必要である，言い換えればそこでは ce は節を導く標
にすぎない。このような用法は次章で扱う tant にも一部見られる。
５９前置詞の後の tant と ce
2．tant を含む句の観点から
本章では tant が前置詞の直後に位置するときの tant の働きについて考察
する。tant を従える前置詞は初めに述べたように par, pour, de, fors, jusques
の 5つだけである。これらは大きく二つに分類できる。que P を伴わないで
も機能できる par, pour, de と，そうでない fors, dusques。たとえば pour
は，pour ce, pour tant（本稿では単独形と呼ぶ）でも，pour ce que P, pour
tant que P でも用いられる。それに対し fors は que P を伴わない fors ce,
fors tant という形の用例は存在しない。
結論からいうと，この二つのグループでは tant の働きが異なる。
まず，第 1のグループから例を観察する。
2. 1．単独形を持つグループ（par, pour, de）
par, pour, de の順で用例を観察し，ce と比較しながら tant の働きを考察
する。
2. 1. 1．単独形
2. 1. 1. 1．par ce と par tant
ce も tant も前方照応。
（22）（...）avoit esté cele abeïe estoree premierement par le roi Boorth de
Gaunes et par ce avoit ele le non de Gaunes.「この修道院は最初 G
王によって建立された。それゆえ G. と呼ばれていた」
par の意味と ce（前方照応）の意味がそのまま生かされている。
（23）«et au daerrain fu menés dusc’a outranche, et honnis et mors i fust
sans doute, mais il cria merchi et par tant escapa adont.»「そして
間違いなく殺されていたであろうに，しかし彼は慈悲を乞うた，そし
てそれによって逃れた」
この tant も前方照応である：「そのこと（慈悲を乞うたこと）」。
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ここでの ce と tant の働きは同じであるように思われる。
2. 1. 1. 2．pour ce と pour tant
（24）Cevaliers aventurous ne doit onques cemin garder, mais k’il puisse
trouver aventures u il puisse esprouver sa bonté ; por ce ne me
caut il quel part je aille. Alom avant, car nous trouverom tout adés
boine voie.「冒険を求める騎士は道を固守すべきではない，自分の徳
を試すことができる冒険を見い出せるのでなければ。それゆえ私は自
分がどこに行こうが構わない」この ce は前方照応。
（25）«Il covient, fait Boorz, se tu ne veus morir, que tu lesses a cest es-
cuier tes armes et ton cheval!» Cil l’ostroie volentiers, quant il
puet eschaper pour tant.「もし死にたくなければ，この従者に君の
武器と馬を渡せ。その者は快諾する，そうすることによって逃げるこ
とができるのだから」
この tant は（24）の ce とほぼ同じ意味で，前方照応である。
（26）─ Et quidiés vous, fait mesire Tristrans, se je m’en vois par illuec,
qu’il me couviengne jouster? ─ Oïl, fait Lambegues, sans ce n’em
poés vous partir. ─ Je vous conmant a Dieu, fait mesire Tristrans,
car pour tant ne guerpirai je ja mon cemin!「もし私がその方向へ
行けば，私は戦いを余儀なくされると君は思うか？」「戦わずしては，
君はそこを去ることができない」「汝を神に委ねる（君とはここで別
れる），というのは」
この pour tant がどこにかかるかで意味が異なる。pour tant が事行 guerpi-
rai にかかるなら「私はそれを理由に断念する，ことはない」。それに対し，
pour tant が P（否定文）の外であるなら，「それでも（そうだとしても，戦
わなければならないとしても）私が私の道を断念することはないから」。pour
tant の位置からすると後者の解釈が妥当であろう。このばあい pour が条件
を表し，tant は前方照応である（2）。
ce と tant は前方照応という意味では同じといえる。しかし，例（26）の存
６１前置詞の後の tant と ce
在は pour ce と pour tant が完全に一致するのではないことを表わしている。
pour ce と pour tant の働きは重なる部分もあるが，pour tant の方が意味
範囲は広い。
2. 1. 1. 3．de ce と de tant
完全に単独のタイプと，少し離れて que P が存在するタイプがある。
2. 1. 1. 3. 1．de ce と de tant
前置詞の de には様々な働きがあるが，テーマ化の道具として用いられるこ
とが多い（「～について／関して」）。また，テーマ化と重複し，de を要求する
動詞も多い：demander de, parler de, croire de, mercier de, prier de, soi es-
maier de, soi recorder de, soi vanter de, chaloir de, estre aseür/ certains
de, avoir le los de, avoir paour/ honte de, avoir doutance/ doute de, avoir
mestier de，等々。
単独の de tant は 4例のみ。de ce が一般に文頭に位置するのに対し，de
tant は文末の例もある。
（27）«（...）se doi cevalier emprendent une besogne, pour que li uns ne
sace riens de l’autre, li mieudres le doit avoir par droite raison.
─ De ce, fait Palamidés, dites vous voir!「それに関し，君は真実を
言っている」de はテーマ化
（28）─ Certes, sire, fait mesire Tristrans, je ne vous en sai a dire
autres nouveles. ─ Et quel part s’en ala il? fait li cevaliers. Asse-
nés moi au mains de tant!「彼はどの方向に去ったのか？それだけ
でも（少なくともそれについて）教えて！」
tant は前方照応，de はテーマ化なので，上の 2つの例に関しては de ce と de
tant はほぼ同じ働きをしているといえるだろう。
（29）Lors se met au retourner, ce li est avis ; mais de tant est il male-
ment decheüs : quant il cuide repairier a sa maisnie, et il les vait
plus eslongant.「そのとき彼は戻り始める，とそう彼は思った。しか
し de tant 彼は不幸にも裏切られた：彼が家来たちのところに戻っ
６２ 前置詞の後の tant と ce
ていると思っているとき，彼らから一層遠ざかっていたのである」
裏切られるのは「彼」ではなく「そういう彼の考え」であり，それを表わすの
が de tant である。（27），（28）ほど明確なテーマ化ではないが，「それに関
し」から滑って「その際」というように先行文脈とのつながりを表すと考えら
れる。
（30）«（...）Or ai vostre conplainte oïe. ─ Certes, ce dist Palamidés, de
tant sui je plus coureciés, et il m’en poise cierement.「私は君の嘆
きを聞いた。─確かに， de tant 私はいっそう悲しい」
（30）の de tant を「それによって」と解釈することも可能であるが，plus が
あるのでこの de tant は d’autant の解釈も可能（「その分余計に，いっそ
う」）である。怒りや不快という感情の程度（量）を表す。その場合も tant
が前方照応であることに変わりはない。
以上，単独の de tant には，de ce と同じテーマ化の用法と，d’autant「そ
の分だけ，比例して」の用法が認められた。
2. 1. 1. 3. 2．de ce, de tant の第二形：de ce ... que Pと de tant ... que P
この構文が用いられるのは大きく分けて 2つのばあいである。まず，A）que
P が動詞 asseurer, se recorder, se vanter, s’apercevoir などの直接目的語の
とき。次に B）que P が Q の要素（主語や非人称主語）の同格のとき。
A）に関して，これらの動詞にはそれぞれ 3つの構文が見られる：1）V＋de
GN, 2）V＋que P, 3）de～V＋que P. 我々がここで問題にするのは 3）の de
～である。3）が 1）と 2）を合わせたものなら，ce や tant は後方照応で que
P を先取りしたものであり，そうではなく de ce, de tant が独立したものな
ら，前方照応である。結論から言うと，例文の観察によると前者の「先取り用
法」の解釈が優勢である。
（31）Vostre compains ki la est, ki orendroit caï ensi com vous veïstes,
vous deüst bien donner essample que vous me laississiés em pais,
car de ce vous asseüre je bien que, puis que ce venra as caus
ferir, vous ne porrés en moi trouver nule autre merchi du monde
６３前置詞の後の tant と ce
fors cele que vostre compains i trouva!「君が見たように今落馬した
君の仲間は，君に手本を示すべきである，君が私を静かに放っておく
ための。というのは de ce 私は君に断言する，これが打ち合いにな
った後は，君は私の内に如何なる慈悲も見い出すことはできないであ
ろうと」
ce は P の先取りで「こう私は断言する。つまり que P」の解釈が自然であ
る。
（32）Remanés tout seürement, car je voeil mieus morir sans faille que
vous i rechevés un caup ; et de tant vous asseür je bien que
chelui que vous tant loés n’est ne Tristrans ne Lancelos, de che
sui je tous chertains.「安全なところにいなさい，というのは君が攻
撃されるより私は死んだ方がいいから，そして de tant 私は請合う，
汝がそこまで賞賛する者が T. でも L. でもないことを，そのことを私
は確信している」
上の ce 同様，tant は先取りで「こう断言する，つまり que P」。
次の se recorder も同様である。
（33）；si est ausi com tous esbahis de ce k’il l’a ensi trouvee, et li samble
que ce soit ausi com uns songes, car de ce se recorde il bien k’il
le laissa en Cornuaille en la maison le roi March, quant il s’em
parti.「彼女をこんな風に見い出したことに驚く，そしてそれは夢のよ
うであった，というのは de ce 彼ははっきり思い出す，コーンウォ
ールのマルク王の館に彼女を残してきたことを」
「それを思い出す，つまり P」de ce se recorde il bien ke は全部で 5例ある。
（34）Tout maintenant que mesire Tristrans ot parler de Persidés, il li
souvient k’il s’estoit jadis combatus a lui en Cornuaille, et de tant
se recorde il bien que Persidés estoit uns de plus hardis cevaliers
k’il onques trouvast, et uns des boins fereours d’espee.「トリスタン
は P. について話されるのを聞くや，かつてコルヌアイユで彼と戦っ
６４ 前置詞の後の tant と ce
たことを思い出した。そして de tant 彼ははっきり思い出す。彼が
自分が出会った中でもっとも勇敢で良き剣の使い手であったことを」
de tant se recorder que P は全部で 2例。
紙幅の都合で省略するが，se vanter と共起する de ce, de tant に関しても
まったく同じ現象が見られる。
次に B）que P が Q の要素（主語や非人称主語）の同格に関しては，上で
述べた「漠然と前の文脈と連関していることのみを表す用法」が当てはまるで
あろう。
（35）Ensi reconmenchasmes les joustes, mais de tant tourna la honte
sour moi que li cevaliers m’abati cruelment.「このように戦いは始
まった。しかし de tant 恥はわが上にかかった，その騎士が私を手
荒く打ちのめしたのだ」
（35）の que P は la honte の内容を表すと同時に「理由」でもある。このよ
うな文は他にもいくつかある。
avenir（＝arriver）は次のように非人称構文で用いられることが多く，que
P は真主語つまり il の同格である。
（36）Il s’entrefierent par grant force si durement que li glaive volent
ambedoi em pieches, et de tant lour avint il bien que li hauberc
les garandirent a cel encontre.「彼らは激しく打ち合ったので，双方
の槍が粉々に飛び散る。そして de tant 彼らにとって幸い P が起こ
った」P：「鎧が彼らをこの衝撃から守った」
〈de tant lour avint il bien que〉は頻繁に見られ，P はいずれも望ましい事
柄である。bien は「幸い」，次例の malement は「不幸にも」の意で発話者
の心的態度を表わしている。
（37）Lors hurte ceval des esperons et s’adreche vers Palamidés, le
glaive baissié ; mais de tant li avint malement de cele jouste que
Palamidés l’abati，「そのとき彼は拍車をかけ槍を下げてパラミデス
の方に向かう。しかし de tant 不幸にしてその試合に関して彼に P
６５前置詞の後の tant と ce
が起こった」P：「パラミデスが彼を打ち倒した」
de ce も avenir との共起例が 2つだけある。
（38）；et en quelque lieu que tu ailles, tu es garis et te conduira Diex, et
de ce t’est bien avenu que tu trouveras tes compaingnons par
tans, Boors et Galaad. Ce sont cil que tu plus desires a veoir.»「そ
して汝がどこへ行こうとも，汝は守られ，神が汝を導くであろう。そ
して de ce 汝には幸い que P が起こった」P：「汝はまもなく Boors
と Galaad を見い出すであろう」
この de ce「そのことによって」は先行の下線部が表す内容を指している。上
でみた de tant より指すものが明確である。
この項では de ce, de tant の「先取り用法」と de tant の「漠然と先行文脈
と関係づける用法」を確認した。
2. 1. 2．隣接して que P を従えるもの。
接続詞句としての熟成度は前置詞によって異なる。
2. 1. 2. 1．par ce que と par tant que
（39）Se cist voit devant lui morir son compaingnon, il ne fait onques
samblant k’il le voie, ains le bee a vengier, s’il onques puet et en
tel guise com je vous di. Par ce que li un ne li autre ne fuient du
camp, ains s’entrefierent tout adés des espees tranchans et dures
peüssiés lors veoir la tere couverte et jonchie des mors et des
navrés par la u la bataille passe.「どちらも逃げず，鋭い剣で打ち合
ったので，もしあなた方がその場にいたら見ることができたでしょう
に」
〈par ce que P, Q〉の構文。この par ce que は先行文の理由を表すためでは
なく「P ということによって（＞ので）Q」。
par tant que の例は我々のテキストには存在しない。
par tant はもとより par ce も少ない理由としては，非常に近い意味で，語
形の類似から混同されやすかった por（我々のテキストでは pour と表記され
６６ 前置詞の後の tant と ce
ることが多い）の存在が考えられる。
2. 1. 2. 2．pour ce que と pour tant que
われわれの pour ce que は目的（＋subj.），理由（＋ind.）を，pour tant que
は条件（＋subj.），目的（＋subj.），理由（＋ind.）を表す。
（40）Sire cevaliers, fait li preudon, tout ce vous ai je conté por ce que
vous dites que vous estes mis en la Queste du Saint Graal.「私はこ
のことすべてを汝に話した。汝が聖杯の探求に入ったと君が言うの
で」理由
（41）Doi cevalier m’avoient asailli en une valee pour ce seulement
que je avoie dit que je estoie de la maison le roi Artu.「谷で二人の
騎士が私に襲いかかってきた。私がアーサー王の館の者だと言っただ
けで」理由
（42）（...）et estoit li uns Agrevains et li autres Guerrehés ; et pour assés
poi de cose avoient ochis le cevalier de la Joiouse Garde, pour
tant seulement k’il avoit dit de monsigneur Tristran k’il estoit
mieudres cevaliers que n’estoit Lanselos du Lac.「些細なことが原因
で彼らは JG の騎士を殺した。トリスタン殿がランスロよりも優れた
騎士であると言ったばかりに」理由
seulement を伴わず pour tant que だけで理由を表す例は我々のテキストに
はない。
（43）je ne vauroie mie que ame fors moi et vous i venist, por ce qu’il
ne s’esveillast.「私とあなた以外の者がそこに来ることを私は望まな
い。彼が目を覚まさないように」目的
（44）Et puis que je voi que mesire Tristrans laisse Cornuaille, ja
chertes en Cornuaille ne remanrai plus, ains m’en irai maintenant,
car je n’i estoie venus fors pour tant seulement que je veïsse
monsigneur Tristran, por acointier moi de lui, et pour esprouver
par moi meïsmes s’il estoit si boins cevaliers com on aloit disant
６７前置詞の後の tant と ce
partout.»「というのは私がここに来たのは，もっぱらトリスタンに会
うため，彼と知り合いになるため，そして本当に彼が噂どおりの良い
騎士かどうかを自分で試すためである」目的
我々の pour ce que には「条件」の例がない。pour que subj. にはある。
（45）car cevaliers errans ne se doit mie combatre, pour qu’il soit a
ceval, encontre cevalier a pié.「放浪の騎士は徒歩の騎士に対して戦
うべきではない，馬に乗っているなら」条件
（46）et tout le premier chevalier ki de laiens istra, qui que il soit, se ce
n’est li rois Artus tant seulement, je l’asaurai, pour tant k’il soit
armés.「最初にそこから出てくる者を私は攻撃する。その者が武装し
ているなら」条件
条件をのぞいて，目的と理由の意味では pour ce que と pour tant que は
競合している。
2. 1. 2. 3．de ce que と de tant que
de ce que に関しては，前章で述べたように動詞が de を要求したり，「～に
関して，ついて」というようにテーマ化の道具として現れることが非常に多
い。しかしそうでないケース，完結文 Q と完結文 P を結びつけるものも見ら
れる。
（47）─ Mesire Palamidés, fait Kahedins, de ce vous merchi je mout
durement, car je sai bien tout certainnement que vous le feriés
ensi con vous le dites. De ce que vous m’alés disant que je cher-
que encore les aventures du roiaume de Logres ne vous tieng je
pas a mon boin ami, ains connois orendroit bien que, se vous
m’amés, ce n’est mie trop：「P：君は，私がさらに L. 王国の冒険を
求めるようにと言う（完結文）。Q（下線部）：私は君を良き友である
と思わない（完結文）」
〈de ce que P, Q〉の構文で，de ce que は「P であることから，ことによっ
て」の意味。de は起源（起点）を表すので「～ことから」から理由へのすべ
６８ 前置詞の後の tant と ce
りは容易に理解できる。
（48）Ele aperchoit bien que li roi s’en repent de ce qu’il a fait de mon-
signeur Tristran ocirre.「彼女は気づいている，王がそのことを後悔
していることを。自分がトリスタンを殺させたことを／ので」
Q〈li roi s’en repent〉は完結文であるから，de ce que は理由を表すという
解釈が成り立つ一方，Q〈li roi s’en repent〉は完結文であるが，de ce que P
は en を受けなおすものとも考えられる。この辺のあいまいさが中世的であ
る。
（49）Je ai fait vilenie a ceste fois. Des ore mais m’en garderai en tel
maniere que jamais a cevalier errant ne mesferai, et de tant que
j’en ai fait m’en repent je mout,（...）「P：私はそれ（卑劣なこと）を
した（完結文）。Q：私は大いにそれを後悔する（完結文）」
この de tant que も完結文 P と完結文 Q を結ぶ接続詞（理由）とも，m’en re-
pent の en の受けなおしとも考えられる。いずれにせよこの tant は前方照応
ではない。（48）と（49）に関しては de ce que と de tant que の働きは類似
している。
次の 2例では，de ce/tant que は Q の動詞 se repentir の目的語である。P
はどちらも完結文である。
（50）175. Cele nuit pensa mout mesire Tristrans a la roïne Yseut ; pour
travail ne pour painne ne le pot oublier et se repent mout dure-
ment de ce qu’il a esté si longement sans li. Or li tarde que il le
voie assés plus que onques mais.「自分が長い間彼女なしでいたこと
を大いに後悔する」
（51）Et pour la grant mauvaistié que je voi en vous, refus je vous et
vostre compaingnie, et me repent de tant que j’en ai fait ; ne
mais esquiers ne puet honte avoir de cevalier servir devant que il
connoisse sa grant mauvaistié.» 従者：「私があなたの中に見る大き
な悪ゆえ，私は（この先）あなたとあなたへの同伴を拒否する。そし
６９前置詞の後の tant と ce
て私はそれ（同伴）をしてきたことを後悔している。従者は騎士に仕
えることを恥じることができない，騎士の大きな悪を知る前には」
ここでも de ce que と de tant que のはたらきは類似している。
2. 1. 2. 3．補足：de tant que より de tant com
ce と tant の大きな違いのひとつは，de ce com が存在しないことである。
そして量（d’autant）の意味では，de tant que（2例のみ）よりも，de tant
com の構文が典型的である：de tant com（...）plus, de tant（...）plus およ
び de tant com（...）plus, ... plus ...「～すればするほど，より（多く・少な
く）. . .」。
（52）─ Si m’aït Diex, dans cevaliers, fait Kahedins, de tant con je
plus oi vos paroles, de tant vous tieng je plus a fol，「私が汝の言
葉を聴けば聴くほど，それだけ私は汝をより愚かであると思う」
また，plus や moins がなくても，com があれば量（d’autant）の意味が引
き出される。
（53）─ Certes, fait li cevaliers, de tant conme je l’ai veü, sai je bien
qu’il est boins cevaliers et prisiés d’armes；「私は彼に会ったことが
あるのでそれだけ，彼が良き騎士で武術に優れていることを私はよく
知っている」
2. 2．単独形を持たないグループ（fors, dusques）
2. 2. 1．fors ce que P と fors tant que P
fors ce que は次の 1例しかない。
（54）Ne sai en vous que blasmer ne que reprendre, fors ce seulement
que vous n’estes pas crestiens!「私は君を咎めることができない，
君がキリスト教徒でないということのみを除いては」
P（vous n’estes pas crestiens）は完結文なので，必ずしも ce は必要ではな
い。
（55）«Mesire Kex, fait Gaheriés, conment vous sentés vous? ─ Sire, fait
７０ 前置詞の後の tant と ce
Kex, mout bien, la Dieu merchi, fors tant que je sui ore mout
durement abatus.「私が今激しく打ちのめされたこと以外は」
ここでも P は完結文であるから fors que（3）で十分である。
結論から言うと，fors que と fors tant que/ fors ce que の働きは同じであ
る。次例が示すように，ほぼ同じ条件の中で用いられていることがそれを証明
する。このような例には事欠かない。
（56）Laiens prist il la roïne Yseut et enmena, puis l’envoia en Cor-
nuaille, ains qu’il venist au siege de Kamaaloth. Tant en sai je
vraiement ne plus ne vous en sai dire, fors que je quit bien que la
roïne soit en Cornuaille.»「tant＝そこまでは（確信している），plus
＝それ以上は／その先は（言うことができない）。王妃がコルヌアイ
ユにいると私は思うとしか」
（57）Il ne me dist plus a cele fois de lors, fors tant qu’il me demanda
quel part li castiaus estoit, et je li enseignai.「彼は今は私にそれ以
上言わなかった。彼はその城がどこにあるのかを私に聞いた以外は」
節を従えるときの fors que と fors tant que/ fors ce que は同等の働きをし
ていることが明らかである。つまり，ここでは ce も tant も節の標識として
の役割でしかない。
さらに，fors tant que と fors que tant que（3）も果たす機能は上と同じであ
る。
（58）je ne sai ki il est, fors tant que che est uns cevaliers errans que
je trouvai maintenant la hors；「私は彼が誰か知らない。放浪の騎士
であること以外」
（59）─ Dites nous, font il, se vous savés qui cil chevaliers est? ─ Si
m’aïst Diex, fist ele, je ne sai, fors que tant que aventure
l’amena en cest païs hors du sens，（...）「あなたはその騎士が誰か
知っているか？」「私は知らない。正気を失った彼を冒険がこの国に
導き，そして．．．．ということ以外」
７１前置詞の後の tant と ce
2. 2. 1．補足：fors tant com P と fors que tant com P
（60）Et cil respondent qu’il ne l’en diront ore autre cose fors tant com
il li ont dit seulement.「今は彼らはそれについて彼に他の事は言わな
い。彼らが彼に言った分を除いて」
この tant com は autant que「と同じだけ（の量）」の意に解釈できる。
（61）Il le desert bien selonc vos paroles, et chertes, s’il n’eüst onques en
toute sa vie plus fait, fors que tant com Dynadans en a oren-
droit ci conté, si li devroit on bien donner pris et los de tres haute
prouheche.»「もし，ディナダンが今ここで話したこと以外に，彼が
一生涯それ以上しなかったとしても，人は彼に非常に高い武勲の誉れ
を与えるに違いない」
（61）では量が問題になっているので，Godefroy には fors tant com＝excepté
と記されているが，この tant com も autant que「と同じだけ（の量）」の解
釈が自然であろう。我々のテキストの com は，tant と共起するとき，量の概
念を表すのが一般的である。前置詞の後でもそれは変わりないことがわかる。
以上見たように節を従えるときの fors que と fors tant que と fors que
tant que の働きは同じである。それでは tant は何のためにあるのか？fors
que は節だけでなく，名詞句や不定詞，前置詞句を従えることができ，そうい
う例も少なくはない。一方 fors tant que は節しか従えることはできない。読
み手は fors tant に出会った時点で節が来ることを予測できる。前章で前置詞
が節を導く標として ce が機能していることを確認した。fors のばあい ce（fors
ce que P）は 1例しかなく，tant がその働きをしているといえる。では fors
のばあい，なぜ ce ではなく tant を好むのかに関しては未解決である。考察
を続けたい。
2. 2. 2．dusques
我々のテキストには a tant que は存在しないが，dusques（dusques,
dusqu’, dusc’, jusques, jusqu’, jusc’, trusques, trusqu’, trusc’）のついた
dusques a tant que（31）はある。dusques a ce que は存在しない。
７２ 前置詞の後の tant と ce
dusques a tant que に関しては，tant que 自体に「～するまで」の意味が
あり，その生起数は dusques a tant que の比ではない。（62），（63）のよう
な例の存在からも，tant que の意味をより明確にするために dusques a がつ
いたと推測することができる。
（62）Or cevauchom dont, fait il, ensamble, tant que aventure nous face
departir.「では冒険が我々を引き離すまで，一緒に馬を進めよう」
（63）nous cevaucerom des ore mais ensamble dusqu’a tant que aven-
ture nous face departir.
tant が本来の意味を保持している点で，他の如何なるばあいとも異なる。
ま と め
以上，例文の解釈により，前置詞の後の tant のはたらきを考察した。par,
pour, de に関しては，ce がいつも圧倒的に多数ではあるが，tant と ce は競
合することがあり，機能もほぼ類似している。違いがあるとすれば tant の方
が意味範囲が広いということである。fors に関しては ce との相性が悪いよう
で共起例がほとんどないが，そこでも tant が果たしている機能は ce に類似
するものである。また，dusques と ce の共起はまったく見られない。dusques
a tant que は，量詞 tant の本来の役割から生じた接続詞句 tant que に
dusques がついたものであると推測され，ここでの tant は他の前置詞の後に
おける働きとはまったく異なる。
注
⑴ a の生起数 21,110の中には動詞 aveir の直説法現在 3人称単数形も含まれる。
⑵ 現代語の pourtant は néansmoins, nonobstant の意であるが，その意味を担う
のは我々のテキストでは nonpourquant（263）とそのヴァリアント，nonporquant
（5），non pourquant（6），neporquant（2）である（例文（13））。ちなみに pour
と tant がくっついて 1語になった pourtant, portant は我々のテキストには存
在しない。
⑶ fors の主な構文：fors GN, fors que GN/ adv.,
７３前置詞の後の tant と ce
fors que P, fors ce que P, fors tant que P, fors tant com P
fors que tant que P, fors que tant com P
fors que は節を従えることができるが，節だけでなく fors と同じように名詞
句や不定詞，前置詞句なども従えることができる。つまり fors que は節を従え
る以外は fors と同じ働きをする。
資料
Roman de Tristan en prose, 1987 版 Corpus de la Littérature Médiévale, En
langue d’oïl des origines à la fin du XVe siècle, Prose narrative－Poésie－
Théâtre, Champion Electronique 2001
Frantext : 1600−2000年，分野 récit de voyage, correspondance, roman, théâtre,
essai，計 1,599 textes.
文献
Gaffiot F.（1969）：Dictionnaire illustré Latin Français, Hachette, Paris.
Godefroy F.（2002）：Dictionnaire de l’Ancienne Langue Française du IXe au XVe
siècle, Champion Electronique.
Hasenohr, G.（1993）：Introduction à l’Ancien Français de Guy de Lage, Sedes.
Moignet G.（1973）：Grammaire de l’ancien français, éditions Klincksieck.
Ménard F.（1988）：Syntaxe de l’ancien français, éditions Bière.
Picoche J. & Marchello-Nizia Chr.（1994）：Histoire de la Langue Française,
Nathan.
伊藤了子（2003）：「古仏語の tant ──tant aler から出発して──」，『人文論究』53
−3，関西学院大学人文学会．
同（2004）：「古仏語 tant dire の tant ──13世紀散文『トリスタン物語』の例か
ら──」，『人文論究』54−3，関西学院大学人文学会．
同（2007）：「Le Roman de Tristan en prose における amer と tant」，『人文論究』57
−3，関西学院大学人文学会．
──文学部教授──
７４ 前置詞の後の tant と ce
